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失敗を恐れずに挑戦できてますか？ 
１学期に生徒のみなさんに学校評価アンケートを回答してもらいました。その中で「難しいことでも失

敗を恐れずに挑戦していますか」の肯定的な回答が、Ｒ６が６６．７％・Ｒ７前期が６３．８％とやや減

少していました。例年他の項目と比べ、肯定的な回答が低い質問です。今月は「挑戦・失敗」について考

えてみたいと思います。 

そこで、パナソニックを一代で築き上げた「経営の神様」こと、松下幸之助※さんの言葉を紹介しま

す。これまでにも、「自己を成長させる」ために大切な考え方や方法について紹介をしましたが、本日は

「失敗」をキーワードにした言葉を紹介いたします。やはり、「自己を成長させる」ために大切な考え方

のひとつになり得るだろうと私は考えています。 

１ 失敗したところでやめてしまうから失敗になる。 

  成功するところまで続ければ、それは成功になる。 

２ 失敗の原因を素直に認識し、 

   「これは非常にいい体験だった。尊い教訓になった」 

   というところまで心を開く人は、後日進歩し成長する人だと思います。 

３ 失敗することを恐れるよりも真剣でないことを恐れたい。 

  誠実に、謙虚に、熱心にやることである。 

松下幸之助さんは、「失敗」とは、取り組み始めた物事を中途半端にやめてしまうから、諦めてしまう

から、結局、結論として「失敗」してしまったということになる。時には、苦しく、辛いこともあるだろ

うが、あるいは、時間がかかるかもしれないが、自分が目指す目標、目的まで諦めず、取り組み続ければ

「失敗」という概念は存在しないのだと述べています。つまり、何度「失敗」しても、「失敗」はすべて

成功への過程の「よい経験」になるということです。まさにこの言葉は、シンプルであり、かつ当たり前

のことを述べています。でも奥深い一言です。特に中学生を含めた若者にとっては、今を、これからを生

きるための重要な指針となる金言です。ただ、それは分かっているけれど、「失敗」は「よい経験」とし

て、その考えを貫き通した生き方をすることは、実は難しいことです。なぜなら、私を含め、多くの人が

そうだろうと思うのですが、人は「失敗すること」への恐れを少なからず持っているからです。とりわ

け、「失敗」したことを指摘されることは、とても辛いことです。でも、多くの偉人、先人の言葉（名

言）にみられるように、やはり、「失敗」を恐れている者には、進歩も成長も、そして成功もありませ

ん。だからこそ、「失敗」は「成功」の基として、松下幸之助さんのこの言葉を肝に銘じた生き方を試み

る必要があるようです。本校の子供たちには、「失敗」を恐れず、またその「失敗」を糧とした、前向き

な生き方をして欲しいと願うとともに、機会を得てはこのことを語りかけています。 

また、松下幸之助さんは、「真剣」であること、「誠実、謙虚、熱心」にも触れています。本日紹介し

た３つの言葉は、「自己を成長させる」ために大切な指針を示していると考えています。 

挑戦することで失敗も貴重な経験となり、学びと成長につながります。失敗を恐れず、一歩踏み出す勇

気を持つことを期待しています。 

第３回定期テストに向けて 
定期テストは、日々の学習の成果を確認する大切な機会で

す。計画的に取り組むことで、無理なく力を伸ばすことがで

きます。まずはテストまでの日数を確認し、教科ごとに復習

する内容を整理しましょう。次に、毎日の学習時間を決め、

少しずつ取り組むことが大切です。わからないところは早め

に先生や友達に相談し、解決しておきましょう。努力は必ず

結果につながります。自分の目標に向かって、前向きに取り

組んでください。応援しています。 

諸費及び積立金について 
１１月分の振替は、１１月２５日（火）

に銀行引き落としとなります。口座への

ご入金をお願い致します。 

１年   ６５００円 

    ２年   ６７００円 

    ３年   ５７００円 

    １年育成 ６０００円 

    ３年育成 ５７００円 

※日本の実業家であり、パ

ナソニック（旧・松下電器

産業）の創業者です。「経

営の神様」と称されるほど

の卓越した経営手腕を持

ち、戦後の日本経済の発展

に大きく貢献しました。 



 


